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荒尾市教育委員会 

  



 

 



 

 

令和元年９月 定例教育委員会会議 議事録 

 

1．日  時 令和元年９月２５日（水）１４時００分 

  

2．場  所 ４３号会議室 

  

3．出席委員 

 

教育長 浦部 眞 

 
委 員 

 

境  民子 

 
委 員 西尾 直子 

 
委 員 旭田 國浩 

 
委 員 渡邊 義専 

 

 

 

 

   

4．出席事務局職員 教育次長兼教

育振興課長 

前田 偉知雄 生涯学習課長 宮脇 浩司 

 教育審議員 永杉 尚久 指導主事 川冨 一弘 

 指導主事 大塚 真史 指導主事 成瀬 典子 

 課長補佐兼学

務係長 

畑山 鉄也 

 

教育政策係長 吉村 麗月 

 給食センター

所長 

永吉 万寿美 給食センター

整備推進室長 

岡村 哲明 

 社会教育係長 馬場 理恵子 スポーツ推進

係長 

前田 恵子 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

教育長    ○開会宣言  令和元年 9月 25日（水）14時 00分 

              ○会議成立の確認（全員出席） 

              ○議題、会議の日程等の承認 

              ○会議録署名委員の指名（西尾委員） 

1．前回会議録の承認 

2．議案 

 

【議第 29号 荒尾市食物アレルギー対応委員会委員の委嘱又は任命について（教育振興課）】 

○事務局説明 

○質疑 

委 員 

事務局 

 

 

アレルギー食対応をしている児童生徒は何名いるのか。 

現在、給食センターでアレルギー食対応をしているのは、76名となる。 

内訳としては、本市が 56名、長洲町が 17名、支援学校が 3名となってい

る。 

 

 

【議第 30号 荒尾市教育委員会事務点検評価委員の委嘱について（教育振興課）】 

○事務局説明 

○質疑 

委 員 

 

事務局 

今回、新任の委員となられる方は、九州看護福祉大学の社会福祉学科教授と

あるが、教育行政にも詳しいのか。 

新委員は、教育学も専門とされており、大学では教育行政論も担当されてい

る。また、大学に点検評価委員会の趣旨を伝え、推薦していただいた方とな

る。教育学だけでなく幅広い視点からの学識経験を持つ方であるとして選ば

せていただいた。 

 

 

【議第 31号 荒尾市立図書館協議会委員の委嘱について（生涯学習課）】 

○事務局説明 

○質疑 

教育長 

事務局 

新委員の任期は 1年となるのか。 

2年任期であるが、今回は前任者の残任期間となるので任期は 1年となる。 

 

 

【議第 32号 荒尾市子どもの読書活動推進実行委員会委員の委嘱又は任命について（生涯学習

課）】 

○事務局説明 



 

 

○質疑 

委 員 

事務局 

子どもの読書活動とは、具体的にどのように推進しているのか。 

教育委員会で推進計画を作成しており、何年か置きにアンケート調査を実施

し、読書の頻度や読書量などの実態を調べて、どのようにして子どもたちを

読書に親しませていくか、委員の読み聞かせのサークルの先生や学識ある先

生からご意見をいただいて、教育委員会として取り組んでいる。現在として

は、図書館の司書と学校図書館の司書と何か連携ができないかと検討してい

るところ。 

 

【報告第 15号 第 74回熊本県民体育祭 宇城地域大会について（生涯学習課）】 

○事務局報告 

○質問 

各委員 特になし 

 

【その他 １０月行事予定について】 

○事務局説明 

○質問 

委 員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

土曜授業において、実施を始めて、忘れていて登校しなかったとか授業に

関する意識など、土曜授業実施前と実施後の成果や課題があればお聞かせ

願いたい。 

本年度は、天皇の生前退位に関係する休みで授業数の確保が厳しいため、

土曜授業を実施していない近隣では苦労しているところが多い。夏休みを

短縮して対応している地域もあると聞いている。本市においては、台風等

の災害やインフルエンザ等の対応においても、土曜授業を実施しているの

で時数等にはさほど影響しないと考えている。土曜授業を忘れたという児

童生徒はいないが、土曜日にスポーツ活動とかクラブチームで活動してい

る子どもたちにおいては、重要な試合に参加するときなどは土曜授業を休

むことはある。そのため、団体との調整が必要であるという課題がある。

この件については、保護者や先生方の意見を聞きながら課題等の整理をし

ていきたいと考えている。 

土曜授業については、平成 30年から開始して 2年目であり、土曜日につ

いては様々な影響や調整があるのは事実である。また、もう一つは、土曜

に出勤することで先生方の働き方改革もあり、振替休日等の服務を徹底し

ていくという課題もある。授業等については、日頃できないような授業、

例えば、地域の郷土学習や防災授業など土曜授業ならではの授業として活

かしてもらいたい。また、一定の期間を経て効果検証していきたいと考え

ている。その効果検証の中で、今後の方向性を踏まえて検討していきたい

と考えている。 



 

 

 

【その他 次回定例教育委員会の日程について】 

○事務局提案 

事務局 

 

各委員 

教育長 

 

次回の第１０回定例教育委員会会議は 10月 29日（火）10時 00分から開

催したいと思います。 

異議なし。 

それでは、次回の第１０回定例教育委員会会議は 10月 29日（火）10時

00分から開催します。 

 

【その他 台風 17号の被害について】 

○事務局報告 

○質問 

教育長 施設には若干被害はあったが、児童生徒や教科書等が濡れたとか破損した等

の報告はあがっていない。子どもたちの安心安全は確保でき安心している。 

 

教育長    ○閉会宣言 令和元年 9月 25日（水）14時 42分 

閉議 14時 42分  書記 吉村 麗月 

 

※下線部については 

 


